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─平和の折り鶴県民運動──平和の折り鶴県民運動──平和の折り鶴県民運動─

折り鶴は長崎市原爆慰霊碑に献納

公判終了後、参加者全員で総括集会

写真上：連合平和長崎集会には全国から3,170人が結集
写真下：連合徳島から代表団28人（うち子ども6人）が参加

原爆落下中心碑でも折り鶴を献納

恒
久
平
和
実
現
を
誓
い
合
う

ド
イ
ツ
館
事
件
が
和
解

９
月
６
日
に
報
告
集
会

折り鶴7万羽を集約

平和行
動

in 長崎

　

 

連
合
徳
島
は
８
月
７
日
〜

10
日
、
長
崎
平
和
行
動
に
代
表

団
28
人
が
参
加
し
た
。

　

代
表
団
は
、
８
月
７
日
に
広

島
県
福
山
市
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

記
念
館
を
訪
問
。
第
２
次
世
界

大
戦
中
に
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
と

い
う
理
由
で
６
０
０
万
人
が
虐

殺
さ
れ
た
事
実
を
学
習
し
、
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
を
通
し
た
平
和
の

大
切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
差

別
と
偏
見
の
な
い
時
代
を
築
い

て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

　

翌
８
日
は
連
合
主
催
の
「
平

和
長
崎
集
会
」
に
参
加
。
２
０

１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の

検
証
お
よ
び
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
講
演
を
受
け
る
と
と
も

に
、
原
爆
被
害
者
か
ら
原
爆
の

悲
惨
さ
や
69
年
経
っ
た
今
も
な

お
、
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
る

状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

　
「
長
崎
原
爆
の
日
」
の
８
月

９
日
は
、
各
構
成
組
織
等
か
ら

集
約
し
た
折
り
鶴
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
き
込
み
、
原
爆
落
下
中

心
碑
に
折
り
鶴
を
献
げ
た
後
、

　

８
月
８
日
、
連
合
徳
島
地
域

ユ
ニ
オ
ン（
以
下
、支
援
共
闘
）

が
支
援
す
る
ド
イ
ツ
館
従
業
員

地
位
確
認
等
請
求
事
件
の
第
10

回
公
判
が
徳
島
地
裁
で
行
わ

れ
、
各
構
成
組
織
か
ら
15
人
が

公
判
傍
聴
に
参
加
。
２
年
に
渡

る
裁
判
が
結
審
し
和
解
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
支
援
共
闘
は
、
徳

島
地
裁
に
地
位
保
全
等
の
仮
処

分
の
申
立
を
行
っ
た
が
却
下
さ

れ
た
た
め
、
解
雇
無
効
を
求
め

る
本
訴
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
。

　

公
判
終
了
後
、
総
括
集
会
が

行
わ
れ
、
篠
原
顧
問
弁
護
士
か

ら
「
職
場
復
帰
を
求
め
て
き
た

長
崎
市
平
和
祈
念
公
園
で
の

「
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
式
典
」
に

参
加
。
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
11

時
２
分
に
は
、
亡
く
な
っ
た
人

へ
の
冥
福
を
祈
り
、
永
遠
の
世

界
平
和
と
二
度
と
戦
争
の
悲
劇

を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
決
意

し
て
参
加
者
全
員
で
黙
祷
し

た
。
ま
た
、
長
崎
市
長
は
平
和

が
、断
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

経
営
側
は
整
理
解
雇
の
手
続
き

に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め

た
う
え
で
解
雇
を
撤
回
し
た
。

結
果
、
ド
イ
ツ
館
従
業
員
は
、

職
場
復
帰
を
あ
き
ら
め
自
主
退

職
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
最
終

的
に
は
和
解
と
な
っ
た
。
和
解

金
に
つ
い
て
は
納
得
が
い
く
額

で
は
な
い
が
、
あ
る
一
定
の
金

額
を
引
き
出
せ
た
と
思
う
」
と

説
明
が
あ
っ
た
。
な
お
、
支
援

共
闘
は
９
月
６
日
に
、
徳
島
市

の
ろ
う
き
ん
ホ
ー
ル
で
報
告
集

会
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

連
合
徳
島
は
「
戦
争
を
否

定
し
、
平
和
を
創
造
す
る
役

割
を
果
た
せ
る
の
は
私
た
ち

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
自
覚

し
、
平
和
を
つ
く
る
こ
と
の

証
し
」と
し
て
、
７
月
１
日
か

ら
25
日
の
間
、
平
和
の
折
り

鶴
県
民
運
動
を
取
り
組
み
、

各
構
成
組
織
や
一
般
市
民
ら

か
ら
募
っ
た
折
り
鶴
７
万
羽

を
集
約
し
た
。

　

集
約
し
た
折
り
鶴
は
８
月

１
日
か
ら
６
日
の
６
日
間
、

長
崎
や
広
島
両
市
の
原
爆
投

下
後
の
惨
状
の
様
子
を
収
め

た
写
真
な
ど
９
枚
の
パ
ネ
ル

と
と
も
に
徳
島
市
の
労
働
福

祉
会
館
１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示

し
、
８
月
９
日
に
長
崎
市
で

行
わ
れ
た
慰
霊
式
典
会
場
の

慰
霊
碑
に
献
納
し
た
。

1時間あたり

679円未満は
法律違反！！！

2014年10月1日からの
徳島県の法定地域別
最低賃金

宣
言
で
、
集
団
的
自
衛
権
に
つ

い
て
「
平
和
の
原
点
が
揺
ら
い

で
い
る
。
政
府
は
国
民
の
不
安

と
懸
念
の
声
を
真
摯
に
耳
を
傾

け
る
べ
き
」
と
訴
え
た
。

　

式
典
終
了
後
、
長
崎
原
爆
資

料
館
を
見
学
。
69
年
前
の
原
爆

に
よ
っ
て
一
瞬
に
し
て
７
万
４

千
人
の
尊
い
命
が
奪
い
去
れ
た

当
時
の
写
真
や
映
像
、
炭
化
し

た
衣
類
や
遺
品
等
を
見
て
、
改

め
て
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒

久
平
和
へ
の
思
い
を
強
く
し

た
。
そ
の
後
、
長
崎
市
平
和
公

園
で
の
「
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
」

に
参
加
。
参
加
者
は
原
爆
落
下

中
心
碑
や
浦
上
天
主
堂
遺
壁
、

被
爆
当
時
の
地
層
、平
和
の
泉
、

長
崎
の
鐘
、
平
和
祈
念
像
な
ど

を
め
ぐ
り
、
ピ
ー
ス
ガ
イ
ド
か

ら
当
時
の
状
況
な
ど
詳
し
く
説

明
を
受
け
た
。
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─ 中小労働対策本部・労働安全衛生センター合同研修会─

笑いは百薬の長であり、
健康が維持され人間関係も豊かに
笑いは百薬の長であり、
健康が維持され人間関係も豊かに

子どもの人権をテーマにおとなのワークショップ

講座には23団体、31人が参加参加者全員で「笑い」を実践

研修会には各構成組織から45人が参加

 

あ
ら
ゆ
る
差
別
撤
廃
に
向
け

│「
人
権
」テ
ー
マ
に
講
座
開
講
│

県
や
社
協
と
連
携
図
り

「癒し」をテーマに学習

講演要旨

ボランティアサポートチーム養成講座第4
講座「災害ボランティアセンターの役割」を
熱心に聞き入る参加者

連
合

徳
島
災
害
派
遣
体
制
を
議
論

　
　

子
ど
も
・
女
性
の
人
権
、

人
権
政
策
を
め
ぐ
る
情
勢
、
部

落
解
放
の
展
望
な
ど
あ
ら
ゆ
る

講
師
陣
を
招
き
学
習
を
行
う
第

25
期
部
落
解
放
・
人
権
講
座
が

８
月
22
日
、
県
職
員
会
館
で
開

講
さ
れ
、
連
合
徳
島
構
成
組
織

な
ど
23
団
体
31
人
が
参
加
し
た
。

　

開
講
式
で
は
冒
頭
、
河
村
連

合
徳
島
会
長
が
「
差
別
落
書
き

　

７
月
30
日
、
労
働
福
祉
会
館

で
徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本
部

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島
労
働
安
全

衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、
合
同
の
研

修
会
を
開
き
、
各
構
成
組
織
等

か
ら
45
人
が
参
加
し
た
。

　

合
同
研
修
会
は
、
労
働
災
害

や
職
業
病
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
毎
年
テ
ー
マ
を
設
定
し
開

催
し
て
い
る
。

　

研
修
会
に
は
、
「
心
と
身
体

を
癒
す
笑
い
の
力
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
、
最
初
に
中
瀬
医

院
・
中
瀬
院
長
か
ら
「
職
場
で

ど
の
よ
う
に
笑
い
を
取
り
入
れ

る
か
」
と
題
し
た
講
演
を
受
け

た
。
中
瀬
院
長
は
「
現
在
の
職

場
は
活
力
が
な
い
所
が
多
く
見

　

８
月
23
日
、
労
働
福
祉
会
館

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ

ー
ム
養
成
講
座
・
第
４
講
座
を

開
催
し
、
各
構
成
組
織
か
ら
20

人
が
参
加
し
た
。

　

第
４
講
座
は
、「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
」
を

テ
ー
マ
に
、
徳
島
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
重
松
さ
ん
を
招
き
、

大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
た

後
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心

と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
状
況

に
つ
い
て
講
演
を
受
け
た
。

　

重
松
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
起
源
や
留
意
点
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割

等
に
つ
い
て
、
活
動
風
景
の
写

真
も
交
え
な
が
ら
説
明
を
行
っ

や
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
新

聞
投
稿
、
遍
路
小
屋
に
韓
国
・

朝
鮮
人
を
中
傷
す
る
貼
り
紙
が

貼
ら
れ
る
な
ど
、
人
権
を
侵
害

す
る
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。

本
講
座
で
人
権
に
つ
い
て
学
習

し
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
に
向

け
活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

  

講
座
は
２
講
座
行
わ
れ
、
第

１
講
座
は
部
落
解
放
運
動
の
歴

史
と
現
状
を
テ
ー
マ
に
、
橋
本

部
落
解
放
同
盟
委
員
長
か
ら
、

解
放
運
動
の
拠
点
と
な
る
徳
島

県
連
合
会
の
起
ち
上
げ
、
現
在

も
残
る
厳
し
い
差
別
実
態
の
説

明
、
狭
山
事
件
の
経
過
と
課
題

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

第
２
講
座
は
子
ど
も
の
人
権

を
テ
ー
マ
に
阿
部
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
く

し
ま
代
表
か
ら
、
子
ど
も
が
虐

待
や
い
じ
め
な
ど
あ
ら
ゆ
る
暴

力
か
ら
自
分
の
心
や
体
を
守
る

た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
学
ぶ
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
入
れ

た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
習
を

行
っ
た
。
阿
部
代
表
は
子
ど
も

が
暴
力
に
あ
い
や
す
い
３
つ
の

要
因
と
し
て
、
①
社
会
的
な
力

を
持
た
さ
れ
て
い
な
い
。
②
知

識
や
経
験
に
欠
け
る
。
③
孤
立

さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
ど
を
挙

げ
、
安
心
・
自
信
・
自
由
の
３

つ
の
特
別
な
権
利
を
説
明
し
、

権
利
を
奪
わ
れ
た
時
の
対
処
方

法
な
ど
を
説
明
し
た
。
最
後
に

子
ど
も
の
力
を
信
じ
、
話
を
聴

き
気
持
ち
を
受
け
止
め
、
行
動

の
選
択
肢
を
一
緒
に
考
え
る
こ

と
が
重
要
と
結
ん
だ
。

た
。

  

連
合
徳
島
と
し
て
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
養

成
講
座
開
始
か
ら
14
年
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
３
０
０
人
を
越
え
る

ス
キ
ル
を
持
っ
た
受
講
生
を
排

出
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
ス
キ

ル
を
持
っ
た
受
講
生
を
、
災
害

地
に
派
遣
し
、
活
動
・
活
躍
で

き
る
場
を
提
供
で
き
な
い
か
、

県
や
県
社
協
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、体
制
作
り
も
含
め
、議
論

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

ら
れ
、
精
神
疾
患
に
罹
患
す
る

方
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
自
分

が
笑
う
こ
と
で
回
り
の
職
場
の

雰
囲
気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
明

る
い
職
場
に
な
る
」
と
し
た
う

え
で
、
「
笑
い
は
メ
ン
タ
ル
も

含
め
健
康
問
題
に
密
接
に
関
係

が
あ
る
。
笑
う
頻
度
が
少
な
い

ほ
ど
物
忘
れ
の
症
状
が
出
や
す

く
あ
ら
ゆ
る
病
気
を
発
症
し
や

す
い
。
ま
た
笑
う
こ
と
で
糖
尿

病
も
改
善
さ
れ
る
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
り
、
心
身
症
も
改
善
さ

れ
る
」
と
指
摘
。
ま
た
ス
ト
レ

ス
が
あ
る
時
こ
そ
笑
う
こ
と
は

大
切
と
説
明
を
受
け
た
。

　

続
い
て
、
笑
い
ヨ
ガ
を
実
践

し
て
い
る
、
あ
わ
ラ
フ
タ
ー
ク

ラ
ブ
の
岩
野
さ
ん
か
ら
、
参
加

者
と
一
緒
に
笑
い
ヨ
ガ
を
実

演
。
実
演
で
は
、
力
強
く
手
拍

子
を
た
た
い
た
り
、
大
き
く
深

呼
吸
し
ゆ
っ
く
り
息
を
吐
く
呼

吸
法
や
大
き
く
身
体
を
伸
ば
し

て
息
を
吐
く
と
き
に
笑
い
な
が

ら
吐
く
深
呼
吸
笑
い
な
ど
を
行

っ
た
。

　

最
後
に
岩
野
さ
ん
か
ら
「
笑

い
は
人
を
引
き
つ
け
る
力
も
持

っ
て
い
る
。親
和
作
用（
仲
良
く

な
る
）、解
放
作
用（
ゆ
と
り
を

生
み
出
し
て
く
れ
る
）が
あ
る
。

笑
い
は
百
薬
の
長
で
あ
り
、
笑

い
で
健
康
が
維
持
さ
れ
、
人
間

関
係
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る
」

と
ま
と
め
、
参
加
者
全
員
の
笑

顔
で
研
修
会
を
終
了
し
た
。
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